
１　実習期間

　　令和４年８月１日（月）から９月３０日（金）のうち、１～５日間

２　受入予定実習生数

　　２１０名程度

３　申込手続

　　福井県庁インターンシップ実施要綱により、在籍する学校を通じて手続きをしてください。

４　受入職種・期間・所属等一覧

(選択番号)

職　種
受入

予定数
実習期間

(場合により10～12月に実施)
主な実習内容

① 総務部 広報広聴課  2名
8月中

（2日間）
・広報番組の企画補助
・県庁見学の案内補助

② 地域戦略部 ＤＸ推進課 2名
8月～9月中
（1日間）

・ＤＸ推進課の仕事紹介
・ＤＸ推進事業の業務補助

③ 地域戦略部 地域鉄道課 1～2名
8月～9月中
（1日間）

・地域鉄道課の仕事紹介
・地域鉄道、並行在来線に関する
　業務補助

④ 交流文化部 定住交流課  8名
8月中

（2～3日間）
・移住関連イベントの運営補助、
　政策立案

⑤ 交流文化部 観光誘客課  3名
8～9月中
（2日間）

・観光行政に関する意見交換等
・観光イベント等の運営補助

⑥ 交流文化部 新幹線開業課  2名
9月中

（1日間）

・新幹線開業課の仕事紹介
・北陸新幹線開業準備に関する
　県内機運醸成イベントの業務
　補助

⑦ 交流文化部
文化・スポーツ局
文化課

 2名
8月中

（1日間）

・朝倉遺跡活用の企画補助
・方言研究の企画補助
・博物館、日本遺産の現地見学

⑧ 交流文化部
文化・スポーツ局
スポーツ課

 4名
9月中

（1日間）

・はぴりゅうの活動のＳＮＳ
　発信等の企画補助
・福井運動公園、武道館の見学

⑨ 安全環境部 県民安全課 1～2名
8月中

（1日間）
・青少年育成関連の大会準備等
・犯罪被害者支援関連の研修補助

⑩ 安全環境部 循環社会推進課 1～2名
8月中

（1日間）
・廃棄物関連の業務補助

（１）
行政

福井県庁インターンシップ２０２２ 実施計画書

　　※実習生の都合により、上記期間内での実施が難しい場合は、実習所属と調整のうえ１０～１２月に実施
　　　（状況によって実施できない場合もあります。）

　○実習の実施に当たり、マスクの着用や健康状態の確認など、新型コロナウイルス感染症防止対策を
　　お願いすることとなります。また、感染症の状況により、実習期間や実習内容を変更（オンライン
　　で実施など）する可能性があります。予めご承知おきください。

　○実習の２週間前からは家族以外の多人数での飲食および感染流行地域との不要不急の往来を控え、
　　毎日の検温を行い、体調管理を徹底の上、ご参加ください。

実習所属
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(選択番号)

職　種
受入

予定数
実習期間

(場合により10～12月に実施)
主な実習内容実習所属

⑪ 産業労働部 創業・経営課 1～2名
8月中

（1日間）
・創業・経営課の仕事紹介
・ふくいＤＸオープンラボの見学

⑫ 産業労働部 産業技術課 　3名
8～9月中
（1日間）

・衛星画像利用システムを使用
　した実習
・伝統工芸産地の見学と意見交換

⑬ 産業労働部 労働政策課 1～2名
8月中

（1日間）

・労働政策に関する企画提案、
　意見交換等
・福井産業技術専門学院の施設
　管理業務補助、職業訓練見学

⑭ 農林水産部 政策推進グループ 10名
8月中

（1日間）
・農林水産部各課の仕事紹介

⑮ 土木部 港湾空港課  2名
8月中

（1日間）
・福井空港の活性化策立案補助、
　意見交換等

⑯ 教育委員会 教育政策課  2名
8月中

（1日間）

・学校施設整備事業の業務補助
・学校教育ＤＸ推進に関する
　企画提案補助

⑰
50名

※10名×
5

8月～9月中
（1日間）

・県庁業務紹介
・県の課題解決を考えるワーク
　ショップ、先輩職員との意見
　交換等

① 健康福祉部 総合福祉相談所
10名
※5名
×2

8～9月中
（2日間）

・相談・判定業務、一時保護児童
　指導の補助・見学

② 健康福祉部 敦賀児童相談所
 4名
※2名
×2

8～9月中
（2日間）

・相談・判定業務、一時保護児童
　指導の補助・見学

（３）
電気

① 産業労働部
県内水道管理事務所
工業技術センター

 7名

8月中
（5日間）

※水道事務所  3～4日間
   工技ｾﾝﾀｰ　1～2日間

　　　　　 コース

[水道管理事務所]
・施設の維持管理
・設備の改修設計補助
[工業技術センター]
・研究開発の補助
・物性測定、評価試験の補助

①
農林水産部
（農業土木）

県内農林総合事務所  8名
※高校生可

8月中
（5日間）

・工事の現場監理補助
・設計業務補助

②
土木部
（土木）

県内土木事務所 10名
8～9月上旬
（5日間）

・工事の現場監理補助
・設計業務補助

（５）
建築

① 土木部
建築住宅課
公共建築課

 4名
8月中

（1～5日間）

・建築行政について
・工事の現場監理補助
・設計業務補助

（６）
機械・
金属

① 産業労働部 工業技術センター  2名
8月中旬～9月上旬

（3日間）
・研究開発の補助
・物性測定、評価試験の補助

①
農林水産部
（農学）

農業試験場  6名
8～9月中

（2～3日間）
・育種、作物、園芸研究補助
・病害虫、土壌肥料研究補助

②
農林水産部
（農学）

食品加工研究所  3名
8～9月中

（2～3日間）
・食品研究補助

③
農林水産部
（農学）

県内農林総合事務所  4名
8～9月中

（2～3日間）
・農家指導補助

（１）
行政

グループワーク型インターン
シップ（総務部人事課）

（２）
福祉
・

心理

（４）
土木

（総合）

（７）
農学
林学
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(選択番号)

職　種
受入

予定数
実習期間

(場合により10～12月に実施)
主な実習内容実習所属

④
農林水産部
（畜産）

畜産試験場  4名
8～9月中
（5日間）

・家畜(肉牛、豚、鶏)の飼養管理
・繁殖管理

⑤
農林水産部
（畜産）

奥越高原牧場  4名
8～9月中
（5日間）

・家畜(乳牛)の飼養管理
・繁殖管理

⑥
農林水産部
（畜産）

嶺南牧場  4名
8～9月中
（5日間）

・家畜(肉牛)の飼養管理
・繁殖管理

⑦
農林水産部
（林学）

総合グリーンセンター  2名
8月中

（5日間）
・育種研究補助
・木材利用研究補助

⑧
農林水産部
（林学）

県内農林総合事務所  5名
8月中

（1～5日間）
・造林現地調査補助
・林道等の監督補助

（８）
水産

① 農林水産部

水産課
水産試験場
（海洋資源部）
（企画・先端研究室）
栽培漁業センター
内水面総合センター

 4名

8月中
（5日間）

※水産課　 　　1日間
　水産試験場   1日間
　栽培漁業Ｃ　 2日間
　内水面総合Ｃ 1日間
　　　　　　　コース

[水産課]
・行政事務補助
・消費拡大活動補助
[水産試験場]
・魚体測定、データ分析
・座学(福井県の水産業)
[栽培漁業Ｃ]
・種苗生産業務補助
・座学(栽培漁業)
[内水面総合Ｃ]
・サンプル魚の測定等実習
・座学(内水面増養殖)

（９）
薬剤師

① 健康福祉部
丹南健康福祉センター
衛生環境研究センター

 4名
※2名
×2

8～9月中
（5日間）

※丹南健福Ｃ 3日間
　衛生研究Ｃ 2日間
　　　　　　コース

[丹南健康福祉Ｃ]
・飲食店・菓子店検査
・薬局・登録販売店検査
[衛生環境研究Ｃ]
・検査業務補助

（10）
化学

① 健康福祉部
坂井健康福祉センター
衛生環境研究センター

 2名

8～9月中
（5日間）

※坂井健福Ｃ 3日間
　衛生研究Ｃ 2日間
　　　　　　コース

[坂井健康福祉Ｃ]
・水質汚濁防止法等検査
・廃棄物監視パトロール等
[衛生環境研究Ｃ]
・検査業務補助

① 健康福祉部
福井健康福祉センター
動物愛護センター
衛生環境研究センター

 2名

8～9月中
（5日間）

※福井健福Ｃ 2日間
　動物愛護Ｃ 1日間
　衛生研究Ｃ 2日間
　　　　　　コース

[福井健康福祉Ｃ]
・食品等営業施設立入
・動物取扱業検査(立入)
[動物愛護Ｃ]
・犬猫の引取・飼養管理
[衛生環境研究Ｃ]
・検査業務補助

② 農林水産部 家畜保健衛生所  4名
8～9月中
（5日間）

・農家巡回指導
・解剖、精密検査

③ 農林水産部 畜産試験場  4名
8～9月中

（2～3日間）
・家畜(肉牛、豚、鶏)の飼養管理
・繁殖管理

④ 農林水産部 奥越高原牧場  4名
8～9月中
（5日間）

・家畜(乳牛)の飼養管理
・繁殖管理

⑤ 農林水産部 嶺南牧場  4名
8～9月中
（5日間）

・家畜(肉牛)の飼養管理
・繁殖管理

（11）
獣医師

（７）
農学
林学
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(選択番号)

職　種
受入

予定数
実習期間

(場合により10～12月に実施)
主な実習内容実習所属

① 健康福祉部 坂井健康福祉センター  2名
8～9月中
（5日間）

② 健康福祉部 丹南健康福祉センター
 4名
※2名
×2

8～9月中
（5日間）

③ 健康福祉部 二州健康福祉センター
 4名
※2名
×2

8～9月中
（5日間）

（12）
保健師

・感染症等相談補助
・感染症検査補助
・家庭訪問同伴
・カンファレンス参画
・ｸﾞﾙｰﾌﾟｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ補助
・講演会・相談会補助
・感染症調査補助

【記載に関する注意事項】
　・実習期間「8月中（○日間）」と記載がある所属については、受入決定後、実習生の都合を確認の上
　　受入日を決定します。
　・申込多数の場合は、来年度の就職活動が見込まれる学生（大学３年生等）を優先します。
　・「（１）行政」について、受入希望先での実施が困難な学生についても、可能な限り「⑰グループ
　　ワーク型インターンシップ」枠にて受入れを行います。
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